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開発途上国向けの新薬開発支援のための 

日本初の官民パートナーシップの設立について 

 

１．本８日，一般社団法人 グローバルヘルス技術振興基金（Global Health 

Innovative Technology Fund, GHIT Fund）の設立が発表されました。外務省は，

同基金の設立に当たり，開発途上国向けの医薬品研究開発と供給支援を官民連

携で促進するために，厚生労働省とともに平成 24 年度補正予算において，それ

ぞれ 7 億円を同基金と連携する国連開発計画（UNDP）に拠出しています。 

  

２．開発途上国を中心に蔓延する，顧みられない熱帯病（NTD）や結核，マラ

リア等の疾病の治療薬の研究開発は，先進国において需要が少ない等の理由か

ら充分になされていません。国際社会では，製薬会社と協力して，開発途上国

において人々が安価で必要不可欠な医薬品を入手できるようにすることが求め

られています。 

 

３．今後，グローバルヘルス技術振興基金と UNDP が連携し，国際保健分野で

の貢献を行うとともに，日本の製薬産業の同分野への更なる参画が期待されま

す。 

 

（参考１）顧みられない熱帯病(NTD) 

熱帯地域を中心に蔓延している寄生虫や細菌による感染症は、先進国から主要な疾患と

考えられてこなかったことから，顧みられない熱帯病（Neglected Tropical Diseases, NTD）

と呼ばれている。世界保健機関（WHO）では，住血吸虫症、シャーガス病、リーシュマニア

症など 17 疾患群を NTD と定義している。 

 

（参考２）ミレニアム開発目標(MDGs)と医薬品へのアクセス 

ミレニアム開発目標（MDGs）は，2015 年までに国際社会で達成を目指している開発

分野での目標であり，8 つの目標（極度の貧困と飢餓の撲滅や，乳幼児死亡率の削減等）

の下，21 のターゲットと 60 の指標を設定している。 

そのうち，ゴール 8「開発のためのグローバルなパートナーシップの推進」のターゲ

ットとして，製薬会社と協力して，開発途上国において人々が安価で必要不可欠な医



薬品を入手できるようにすることが掲げられている。 
http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/doukou/mdgs/about.html 

                       

内容についてのお問い合わせ先 

外務省 国際協力局 国際保健政策室 長谷川課長補佐（内線：4129 番） 

TEL: 03-5501-8000 

 

 

 



 

グローバルヘルス技術振興基金
（Global Health Innovative Technology Fund ）

G H I T Fund

日本の製薬企業・研究機関

顧みられない熱帯病等のための医薬品を通じた
開発途上国における保健･医療の改善

日本にある有望医薬品

候補･基礎技術を活用した
研究開発

日本の製薬企業厚生労働省 ゲイツ財団

出資

外務省

出資（7億円）（7億円）
研究開発
支援

供給準備・供給
支援

国際機関の知見
を活かした
開発途上国支援

連携

開発途上国向け医薬品の実用化

UNDP
（日･UNDPパートナーシップ基金）

それぞれの知見を活かした
研究開発資金援助

 




